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【 書　 評 】
片上　 宗二 著 『日本社会科成立史研 究』（風間書房, 1993) 37,080円
岩　 田　 一　 彦
(兵庫教育大学)
本書は, 1990 年，広島大学に提出された学位請求論
文「わが国における社会科成立過程の研究」に加筆と
若干の修正を加えた本論と新しく書き下された補論か
ら成り立っている。片上氏の長年にわたる研究成果が
集大成された書である。
わが国社会科教育研究の世界において，社会科成立
過程の研究には，多 くの研究者が取り組み，多様な角
度から研究論文を発表してきた。しかし，体系的に研
究論文として世に問われたものは存在しなかった。こ
のような状況のなかで，氏のこの書が出版されたこと
は，社会科教育研究の今後の進展に大きく寄与するも
のであると同時に様々な論点を提示したものである。
1000 頁を超える内容は，次のような10章から構成さ
れている。
第１章では，戦時期アメリカの対日教育政策構想と
政策文書を，この方面の第一次資料である国務省文書
などに基づいて考察し，修身や国史や地理がどのよう
に扱われていたかを明らかにしている。
第２章では，わが国における社会科成立の直接の契
機となった総司令部による三教科目停止指令の作成過
程を丹念に追求している。
第３章では，外からのインパクトとしてのこの三教
科目停止指令の受け止め方と逆に内からの三教科目の
反省のありようを追求している。
第４章では，『アメリカ教育使節団報告書』(Report
of the United States Education Mission　to
Japan) を取 り上げ， 日本の教育改革およ びC  I E
教育課にとっての意味という視点から，分析検討して
いる。 そして，これまで，不鮮明であった社会科成立
過程における『報告書』の位置づけを明確にしている。
第５章では，社会系教科目の，改革・再建過程を，
新しく発掘した資料等を活用しながら解明している。
そして，どのような実践やプランが教育現場で展開さ
れていったかを追求している。
第６章では，自由研究から社会科へ，カリキュラム
研究から社会科へ，公民教育から社会科へ，といった
教育現場における社会科への模索の姿を具体的に究明
している。
一
第７章では，小学校１年から高等学校１年まで，10
ヶ年にわたって置かれることになった総合社会科に焦
点を当て，その導入の過程と背景を明らかにしている。
第８章では，東洋史・西洋史・人文地理・時事問題
の４科目が，いつ，また,･なぜ高校社会科 の選択科目
として導入されることになったのか,･その背景を探り，
これら４科目の学習指導要領の作成過程を究明しかつ
分析している。
第９章では，作成された全ての教科書を取り上げ，
その作成過程の究明と作成された教科書の内容を分析
検討している。
第10章では，わが国における社会科成立の過程の特
質を整理し，社会科成立の意義と課題を明らかにして
いる。
これらの全章を通じて言える本書の特質は，これま
で断片的に論じられてきた諸課題について，日米双方
の第一次資料に基づいて，実証的・総合的に解明され
たことである。例えば，次のような課題が実証的に究
明された意義 は大きい。
「例えば，総司令部による修身・国史・地理の三教
科目停止指令についても，国務省が対日教育政策構
想の中で打ち出したものであるという意味でアメリ
カ政府中央がリードしながら，出先機関ともいえる
総司令部がそれに追随する形で指令化して発したも
のではなく，総司令部のＣＩＥが独自に調査し直し，
マッカーサーを含む総司令部中央との厳しいやりと
りをくぐって，初めて高等教育機関への適用を排除
する形で具体化しえたものであった。」(p.929)
理論的であると同時に資籵i生の豊かな本書は，社会
科の研究者にとっては，必携のものと言えよう。また，
実践の場にも備えておきたい。
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